
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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第37回下北山村夏祭りを開催いたしました

　9月23日（土）に第37回下北山村夏祭りを開催しました。台風の影響で2回延
期になり、当日はステージイベントを実施せず、出店と花火の打上げのみとなり
ました。
　今年は4年ぶりの追悼花火となったため、これまで追悼花火を上げられていな
かった方々も含め、4年分の打上げとなりました。ご遺族の方々におかれまして
は、メッセージとともに夜空に打ち上がる花火を見ながら故人を偲ぶことができ
たかと思います。
　他にも、メッセージ花火や、有志の方々からの申込みもあり、約50分にわた
る盛大な花火となりました。

　また、翌日の早朝からは花火打上げ後の清
掃活動が行われ、約20名のボランティアの
方々に参加していただきました。
　夏祭り実施にご協力いただきました皆様、
どうもありがとうございました。地域の方々
に支えられながら実施している夏祭りです
が、今後ともご協力のほどよろしくお願いい
たします。

下北山村夏祭り実行委員会



　９
月
30
日
（
土
）、
山
下
奈
良
県
知

事
が
来
村
し
、
国
道
１
６
９
号
前
鬼
橋

か
ら
上
池
原
間
の
道
路
状
況
や
、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
施
設
な
ど
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。
南
村
長
か
ら
国
道
１
６

９
号
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
の
重
要
性

や
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
「
道
の
駅
」
構
想

な
ど
を
説
明
し
、
併
せ
て
県
へ
の
支
援

を
要
望
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
翌
日
10
月
１
日
（
日
）
は
、

旧
南
都
銀
行
支
店
で
、
現
在
開
催
中
の

「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
」
の
展
示
風

景
や
旧
南
都
銀
行
職
員
寮
を
活
用
し
た

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
こ
の
ま
」
を
視
察
し

た
他
、
地
域
の
担
い
手
不
足
の
解
消
を

目
的
と
し
た
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ（
委
託
業

者
）
の
事
業
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
、
知
事
は
終
始
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
や
移

住
交
流
体
験
施
設
「
む
ら
ん
ち
」
に
移

動
し
、
村
が
取
り
組
ん
で
き
た
関
係
人

口
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
等
に
つ
い
て

も
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
活
発
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

山
下
知
事
が
来
村
、下
北
山
村
の
道
路
状
況
や

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
視
察

下
北
山
村
議
会

９
月
定
例
会
を
開
催

令和5年9月
第３回

《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
晃
裕
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
、
集
落
支
援
員
に

つ
い
て

【
質
問
】
現
在
協
力
隊
員
に
６
名
、
地
域

活
性
化
企
業
人
※
に
１
名
、
集
落
支
援
員

に
９
名
（
育
休
中
の
３
名
を
含
む
）
が
登

録
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
内
容
と
し
て
は
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の

管
理
運
営
及
び
情
報
発
信
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
及
び
情
報
発

信
に
１
名
、
自
伐
型
林
業
関
係
に
４
名
、

歴
史
民
俗
資
料
館
業
務
に
１
名
、
サ
ポ
ー

ト
き
な
り
の
生
活
支
援
、
畑
・
農
作
業
支

援
・
農
作
物
生
産
、
ぽ
こ
ぽ
ん
図
書
館
運

営
に
８
名
、
つ
ち
の
こ
パ
ー
ク
で
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
２
名
（
う
ち
１
名

は
地
域
活
性
化
企
業
人
）
で
、
事
業
の
中

身
や
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
期
間
も

限
定
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の

支
援
も
あ
り
肯
定
的
に
捉
え
理
解
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
事
業
の
中
に
当

初
の
目
的
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
地
域
住
民
と
の
思
い
に
乖
離
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
治

体
、
地
域
、
協
力
隊
の
良
好
な
関
係
、
三

方
よ
し
を
実
現
す
る
に
は
、
自
治
体
で
あ

る
役
場
が
も
う
少
し
積
極
的
に
関
わ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

村
の
対
応
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
※
地
域
活
性
化
企
業
人
と
は
、
地
方
公

共
団
体
が
三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間

企
業
等
の
社
員
を
一
定
期
間
受
入
れ
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ

な
が
る
業
務
に
従
事
し
、
地
域
活
性
化
を

図
る
制
度
。

【
答
え
】
総
務
課
長

　
業
務
状
況
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
協

議
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
お
り
、
不
定

期
に
全
体
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
直
接
住
民
と
関
わ
り
の
あ
る

事
業
と
し
ま
し
て
は
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
の

事
業
が
あ
り
、
少
子
高
齢
化
等
の
問
題
に

伴
う
住
民
生
活
に
対
す
る
困
り
ご
と
等
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

任
意
団
体
で
活
動
を
開
始
し
、
平
成
26
年

度
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
現
在
に
至
っ

て
お
り
、
過
疎
地
域
有
償
運
送
や
、
土
曜

朝
市
等
新
た
な
事
業
を
取
り
入
れ
て
お
り

ま
す
。草
刈
り
で
あ
れ
ば
作
業
終
了
確
認
、

そ
の
後
の
請
求
と
手
順
改
善
の
助
言
や
、

さ
ら
に
依
頼
者
の
承
諾
を
頂
く
よ
う
な
こ

と
も
現
在
進
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
出
退

勤
管
理
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
や
、
地

区
の
担
当
者
を
決
め
て
の
各
地
区
訪
問
を

進
言
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
村

が
集
落
支
援
員
を
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
に
配

置
し
て
い
る
目
的
を
再
認
識
し
て
頂
く
と

共
に
、
新
た
な
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
村
も
相
談
を
受

け
、
連
携
に
つ
い
て
も
再
認
識
し
引
き
続

き
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】
和
田
議
員

　
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
に
は
理
事
が
10
人
お

り
ま
し
て
、
５
月
か
ら
平
井
議
員
と
私
が

村
か
ら
推
薦
さ
れ
て
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
も
っ
と
村
の
関
与
を
強
め
て
頂

か
な
い
と
、
こ
の
先
ど
の
方
向
に
行
か
れ

る
の
か
方
向
性
が
見
失
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
村

長
の
思
い
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。

【
答
え
】
村
長

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
は
独
立

し
た
団
体
で
す
。
基
本
的
に
村
の
関
与
に

は
限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
同

法
人
に
協
力
隊
員
或
い
は
支
援
員
の
人
材

を
村
の
人
件
費
を
使
っ
て
派
遣
し
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
面
か
ら
村
が
ど
う
し

て
協
力
隊
員
や
支
援
員
を
同
法
人
に
派

遣
、
配
置
し
て
い
る
の
か
と
い
う
意
義
を

理
事
長
な
り
、
理
事
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解

頂
い
て
、
同
法
人
の
組
織
運
営
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
者
… 

北 

德
次 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
今
年
度
、
総
務
大

臣
指
定
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

【
質
問
】
本
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
生
産

者
や
加
工
取
扱
い
業
者
、
村
当
局
の
努
力

に
よ
り
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
努
力
が

功
を
奏
し
、
こ
こ
数
年
で
寄
附
額
が
大
き

く
増
加
し
令
和
４
年
度
は
７
千
１
６
０
万

円
余
り
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

返
礼
品
や
事
務
費
用
を
差
し
引
い
た
寄
附

金
が
今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
に
活
用
さ

れ
、
村
の
振
興
に
繋
げ
ら
れ
る
の
か
期
待

を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
行
わ
れ
る
総
務
大
臣
に
よ

る
指
定
審
査
に
お
い
て
は
返
礼
割
合
が
３

割
以
下
で
あ
る
こ
と
や
、
返
礼
品
が
地
場

産
品
で
あ
る
こ
と
の
基
準
が
よ
り
厳
格
化

さ
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
一
部
の
返
礼
品

が
現
状
、
こ
れ
ま
で
の
仕
様
内
容
で
は
基

準
を
満
た
さ
な
く
な
る
状
況
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
寄
附
金
を
多
く
募
る

こ
と
が
出
来
た
大
変
人
気
の
返
礼
品
が
リ

ス
ト
か
ら
消
え
る
こ
と
は
本
村
に
と
っ
て

大
き
な
打
撃
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
基
準

に
沿
っ
た
中
で
本
村
の
各
生
産
者
や
事
業

者
が
ど
の
よ
う
に
魅
力
あ
る
返
礼
品
を
提
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　９
月
30
日
（
土
）、
山
下
奈
良
県
知

事
が
来
村
し
、
国
道
１
６
９
号
前
鬼
橋

か
ら
上
池
原
間
の
道
路
状
況
や
、
下
北

山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
施
設
な
ど
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。
南
村
長
か
ら
国
道
１
６

９
号
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
の
重
要
性

や
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
「
道
の
駅
」
構
想

な
ど
を
説
明
し
、
併
せ
て
県
へ
の
支
援

を
要
望
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
翌
日
10
月
１
日
（
日
）
は
、

旧
南
都
銀
行
支
店
で
、
現
在
開
催
中
の

「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
」
の
展
示
風

景
や
旧
南
都
銀
行
職
員
寮
を
活
用
し
た

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
こ
の
ま
」
を
視
察
し

た
他
、
地
域
の
担
い
手
不
足
の
解
消
を

目
的
と
し
た
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ（
委
託
業

者
）
の
事
業
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
、
知
事
は
終
始
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
や
移

住
交
流
体
験
施
設
「
む
ら
ん
ち
」
に
移

動
し
、
村
が
取
り
組
ん
で
き
た
関
係
人

口
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
等
に
つ
い
て

も
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
活
発
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

山
下
知
事
が
来
村
、下
北
山
村
の
道
路
状
況
や

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
視
察

供
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
返
礼

品
の
開
発
や
支
援
に
つ
い
て
行
政
が
ど
の

よ
う
に
対
応
を
お
考
え
で
あ
る
の
か
お
示

し
く
だ
さ
い
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て
は
本

年
６
月
に
法
改
正
に
伴
う
基
準
の
厳
格
化

の
通
知
が
あ
り
、
10
月
１
日
か
ら
の
来
年

度
の
認
定
基
準
が
大
き
く
変
更
に
な
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
村
で
は
認
定
申

請
を
一
旦
関
係
機
関
に
行
わ
せ
て
頂
い
て

い
る
状
況
で
す
。
返
礼
品
に
対
す
る
基
準

の
改
正
点
と
し
て
は
北
議
員
の
質
問
の
通

り
、
地
場
産
品
基
準
が
細
か
く
な
り
、
地

域
の
原
材
料
の
割
合
が
半
分
以
上
占
め
る

こ
と
、
ま
た
は
原
材
料
の
付
加
価
値
の
割

合
か
ら
返
礼
品
が
自
治
体
の
広
報
目
的
に

な
っ
て
い
る
か
等
が
上
げ
ら
れ
、
認
定
に

な
ら
な
い
返
礼
品
が
出
る
恐
れ
も
予
測
し

て
い
ま
す
。
次
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集

や
事
務
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
改
正

点
と
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
返
礼
品
代

金
、
納
税
事
業
経
費
を
３
割
に
設
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
加
え
経
費
に
送

料
、
人
件
費
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
納
税
サ

イ
ト
委
託
料
等
の
合
計
金
額
を
納
税
金
額

の
５
割
以
内
に
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と

も
大
き
な
改
正
点
で
す
。
ご
質
問
の
返
礼

品
の
開
発
や
支
援
に
つ
い
て
は
、
法
令
基

準
に
沿
っ
た
運
用
を
行
い
、
改
正
点
を
踏

ま
え
今
後
寄
附
額
の
設
定
、
金
額
の
値
上

げ
等
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
村

内
事
業
者
と
協
力
し
て
、
今
後
は
サ
ー
ビ

ス
型
、
体
験
型
な
ど
新
た
な
返
礼
品
の
開

発
を
行
い
、
返
礼
品
数
を
維
持
し
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
質
問
】
北 

德
次
議
員

　
返
礼
品
の
改
正
基
準
に
沿
っ
て
、
本
村

内
で
の
生
産
や
、
生
産
会
社
を
本
村
に
誘

致
し
て
く
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
９
月
上
旬
か
ら
担
当
者
が
返
礼
品
事
業

者
一
軒
一
軒
を
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
今
後
ど
の
よ
う
な
返
礼
品
に
す
る

の
か
相
談
を
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

【
質
問
】
北 

德
次
議
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
使
い
方
に
つ
い

て
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
お
教
え
く

だ
さ
い
。
大
事
な
事
業
だ
と
思
う
の
で
、

慎
重
に
、
大
胆
に
進
め
て
く
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
各
課
で
有
効
に
財
源
を
活
用
し
て
行

き
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
調
整
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
平
成
の
森
ト
イ

レ
の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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令和5年度　上半期　財政状況の公表
（令和5年4月1日～令和5年9月30日）

この「財政の公表」は、年度途中における予算の執行状況を広く皆さんに知って頂く為に公表するものです。
令和5年度上半期の一般会計及び各特別会計の執行状況について次のとおりお知らせします。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

村 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

263,488

35,368

39

1,000

600

1,800

21,000

1,600

1,400

58

880,000

23,450

32,292

178,910

61,666

12,675

70,101

761,170

42,043

21,200

438,100

2,847,960

233,408

14,769

14

246

0

1,059

11,582

771

597

58

659,326

1,153

13,753

15,233

1,306

7,037

30,591

1,800

70,382

5,881

16,900

1,085,866

88.58

41.76

35.90

24.60

0.00

58.83

55.15

48.19

42.64

100.00

74.92

4.92

42.59

8.51

2.12

55.52

43.64

0.24

167.40

27.74

3.86

38.13

区　　　　分

合　　　計

現計予算額

■歳入歳出予算の執行状況
令和5年度　一般会計予算の執行状況（繰越明許費も含む）

収入済額 収入割合
令和5年9月30日現在

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

池の平公園管理運営

スポーツ公園管理運営

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合 計

149,277

127,757

94,810

15,218

47,536

231,357

24,616

690,571

46,948

25,853

7,486

1,326

2,910

94,334

6,471

185,328

31.45

20.24

7.90

8.71

6.12

40.77

26.29

26.84

43,178

35,472

25,028

10,161

28,777

89,106

7,377

239,099

28.92

27.77

26.40

66.77

60.54

38.51

29.97

34.62

会　　計　　別 現計予算額
収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

令和５年９月30日現在

〈歳　入〉 （単位：千円、％）

令和5年度　特別会計予算の執行状況 （単位：千円、％）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

32,084

1,186,356

261,776

204,226

100

99,127

134,343

244,092

80,208

308,578

293,000

4,070

2,847,960

16,578

357,778

92,328

53,451

0

22,043

26,170

52,572

36,043

83,427

144,229

0

884,619

51.67

30.16

35.27

26.17

0.00

22.24

19.48

21.54

44.94

27.04

49.22

0.00

31.06

区　　　　分

合　　　計

現計予算額
支出済額 支出割合
令和5年9月30日現在

〈歳　出〉 （単位：千円、％）

※個々の会計については支出済額が多い会計が多数ありますが、現状として会計全体で147,477千円の支出に備えるお金があります。

　地域おこし協力隊の長柄（ながら）です。偶数月に「森のしごと記」として林業の紹介をさ

せて頂いていますが、今月は奇数月、少し林業から離れて、最近私が一番はまっている「下北

山村の歴史を語る会」のことについて話したいと思います。同会は、村の生涯学習の一環として、

毎月第１木曜日の19時から歴史民俗資料館において行われている会合です。今年は、村の歴史

に深く関わりのある「実利行者（じつかがぎょうじゃ）」を中心に語り合っていますが、この

会の主宰である巽先生のお人柄か、話題は縦横無尽に発展し、実に様々な村の歴史を聞くこと

ができ、今ではもう数十年も前からここに住んでいる気になってしまうほど、豊富な話題を共

有頂いています。 

　私は、昨年の９月に林業に就きたい一心で移住してきました。おかげ様でこの１年間大きな

ケガを負うこともなく林業人生にまい進しております。下北山村に住むのであれば、この村の

ことをできるだけ知りたいと思うのは自然の心理でしょうか？この欲求にどストライクで応え

てくれるのが「下北山村の歴史を語る会」です。また、この村の歴史は、いとも簡単にポーン

と1300年もさかのぼってしまう奥深さがあり「下北山村の歴史を語る会」で語られる私が住む

村の話は、とても悠久で雄大で、だけど、なんか今と変わらず人間じみていたり、そしてお話

を聞くだけではなくて、感想を述べたり、疑問をぶつけたりと、この会の活動はホントにワク

ワクが止まりません。 

　え、少し興味出てきましたか？来月は12月７日（木）開催です。ご連絡お待ちしております。

協力 支援員隊 のと つぶやきその114
今月号は長柄が
担当します。

　下北山村小中学校８年生の井奥湊さんの工芸作品が、第50回奈良県ジュニア美術

展覧会において佳作に選ばれました。

　奈良県ジュニア美術展覧会は県内の中学生以上19歳以下の生徒が対象で、入選者

のほとんどは芸術系高校の生徒です。その中で数少ない中学生での入選となりまし

た。（展覧会はすでに終了しています）

奈良県ジュニア美術展覧会にて井奥湊さんの作品が受賞！奈良県ジュニア美術展覧会にて井奥湊さんの作品が受賞！

作品名：アノマロカリス
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せて頂いていますが、今月は奇数月、少し林業から離れて、最近私が一番はまっている「下北

山村の歴史を語る会」のことについて話したいと思います。同会は、村の生涯学習の一環として、
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ができ、今ではもう数十年も前からここに住んでいる気になってしまうほど、豊富な話題を共
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ケガを負うこともなく林業人生にまい進しております。下北山村に住むのであれば、この村の

ことをできるだけ知りたいと思うのは自然の心理でしょうか？この欲求にどストライクで応え

てくれるのが「下北山村の歴史を語る会」です。また、この村の歴史は、いとも簡単にポーン

と1300年もさかのぼってしまう奥深さがあり「下北山村の歴史を語る会」で語られる私が住む

村の話は、とても悠久で雄大で、だけど、なんか今と変わらず人間じみていたり、そしてお話

を聞くだけではなくて、感想を述べたり、疑問をぶつけたりと、この会の活動はホントにワク

ワクが止まりません。 

　え、少し興味出てきましたか？来月は12月７日（木）開催です。ご連絡お待ちしております。

協力 支援員隊 のと つぶやきその114
今月号は長柄が
担当します。

　下北山村小中学校８年生の井奥湊さんの工芸作品が、第50回奈良県ジュニア美術

展覧会において佳作に選ばれました。

　奈良県ジュニア美術展覧会は県内の中学生以上19歳以下の生徒が対象で、入選者

のほとんどは芸術系高校の生徒です。その中で数少ない中学生での入選となりまし

た。（展覧会はすでに終了しています）

奈良県ジュニア美術展覧会にて井奥湊さんの作品が受賞！奈良県ジュニア美術展覧会にて井奥湊さんの作品が受賞！

作品名：アノマロカリス
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 動 保小中合同 

あきらめず全力でがんばる！！ 

10月 7日(土)、下北山小中学校において、保育所と小中学校の合同運動会が開催されました。 

昨年までの3年間は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、来場制限を設け、内

容も短縮しておりましたが、今年はそのような制限もなく従来に近い型での開催となりました。 

当日は天気にも恵まれ、子どもたちは練習の成果を十分に発揮することができ、競技や演技を全力

で楽しみながら、他の児童・生徒へ声援を送るなど活気あふれる運動会となりました。 

うまく運べるかな？ 

ダイナミックタイムトラベルツアー！ 

親子対決！負けないぞ！ 

かけっこ 

SHIMO! KITA! JUMP! 

 

 

きなりカントリークラブ 

ダンスで応援！ 

嵐を呼ぶ！ひっぱれ！ 

綱引き合戦 
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　寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
で
す
ね
。
手
洗
い
、

う
が
い
を
し
っ
か
り
し
て
、
風
邪
、
コ
ロ
ナ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◎
令
和
５
年
度
秋
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
に
つ
い
て

　９
月
20
日
よ
り
全
国
的
に
、
生
後
６
か
月
以

上
の
全
て
の
方
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
１
価
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　本
村
で
も
初
回
接
種
を
終
了
さ
れ
た
方
を
対

象
に
11
月
30
日
・
12
月
３
日
・
４
日
と
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
た
方
に
接

種
券
と
案
内
を
個
別
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
初
回
接
種
及
び
、
村
外
で
の
接
種
を

希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎『
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会
』

　臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
16
日
（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
３
時
（
要
予
約
）

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士

　２
名

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※

送
迎
な
し
・
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
出
張
！
巡
回
運
動
教
室
（
介
護
予
防
）

《
下
北
若
返
り
塾
》

　村
内
の
公
民
館
を
巡
回
し

て
お
り
、
12
月
よ
り
今
年
２
回
目
の
巡
回
で
す
。

２
回
目
は
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
よ
り
お
口
の
話

を
メ
イ
ン
に
、
体
力
テ
ス
ト
と
簡
単
な
体
操
を

し
ま
す
。
初
め
て
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

12
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
講
師
】
理
学
療
法
士

　西
田 

宗
幹

　
　
　
　歯
科
衛
生
士

　阪
川

　梓

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
講
話
（
お
口
に
つ
い
て
）

【
日
時
】
12
月
１
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

【
場
所
】
池
峰
公
民
館

※

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
各
種
問
合
せ
・
お
申
込
み
】

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６

－

０
０
１
５

おうちでちょこっと運動
第4弾 体の柔軟性を保つ運動　転倒やけがの予防のために柔軟性の維持は必要です！

① ②
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ま
す
。

◎
出
張
！
巡
回
運
動
教
室
（
介
護
予
防
）

《
下
北
若
返
り
塾
》

　村
内
の
公
民
館
を
巡
回
し

て
お
り
、
12
月
よ
り
今
年
２
回
目
の
巡
回
で
す
。

２
回
目
は
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
よ
り
お
口
の
話

を
メ
イ
ン
に
、
体
力
テ
ス
ト
と
簡
単
な
体
操
を

し
ま
す
。
初
め
て
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

12
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
講
師
】
理
学
療
法
士

　西
田 

宗
幹

　
　
　
　歯
科
衛
生
士

　阪
川

　梓

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
講
話
（
お
口
に
つ
い
て
）

【
日
時
】
12
月
１
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

【
場
所
】
池
峰
公
民
館

※

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
各
種
問
合
せ
・
お
申
込
み
】

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
６

－

０
０
１
５

おうちでちょこっと運動
第4弾 体の柔軟性を保つ運動　転倒やけがの予防のために柔軟性の維持は必要です！

① ②

　10
月
15
日
（
日
）
精
神
科
医
の
松
村
一
矢
先
生
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　日
常
的
に
ス
ト
レ
ス
が
続
く
と
精
神
的
、
身
体
的

に
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
対
策
と

し
て
睡
眠
と
適
度
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
一
度
力
を
入
れ
て
か
ら
抜
く
こ
と
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
コ
ツ
で
あ
り
、
呼
吸
法
等
、
力
を
抜
き
リ
ラ
ッ

ク
ス
す
る
方
法
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
定
期
的
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
相
談
会
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
悩
み

の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
講
演
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た
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　奈良女子大学文学部教員の磯部敦と申します。下北山村のみなさま、
はじめまして。
　今年度、下北山村教育委員会との共同研究で、下北山村歴史民俗資料
館の史料整理、撮影、書誌入力、そして史料利活用の検討をおこなって
います。私は、その研究代表者をつとめています。昨年までの私の奈良
最南端記録は下市町だったのですが、今年はそれをあっさりと更新、9月
の調査ではとうとう奈良を突き抜けて熊野や北山村に行ってきました。

　下北山村歴史民俗資料館では、上桑原区有古文書の撮影と書誌入力をしています。この前の調査
では、村の運営費を細かく記した帳簿「小入用帳
（こにゅうようちょう）」や、檀家や移動を記録し
た帳簿「宗門人別帳（しゅうもんにんべつちょう）」
などを扱いましたが、鯨肉を買ったり、遠方から
村にやってきたりと、ついつい読み入ってしまい
ます。こういう機会でもなければじっくりと見る
ことができない史料群に囲まれる時空間。私はも
ちろん、調査に参加している奈良女子大学の学生
たちにとっても、貴重な体験となっています。
　共同研究の成果を、なんらかのかたちでみなさ
まにお目にかけられるよう、調査を続けていきた
いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　10月1日（日曜日）につちのこのドキュメンタリー映画「おらが村のツチノコ騒動記」の

上映会をつちのこパーク（旧下北山保育所）にて開催しました！

　当日は、当映画の監督今井友樹さんをゲストにお迎えし、約60名の方にお越しいただきま

した。映画内容は、地域活性化を考えさせられる内容となっており、みなさん真剣に鑑賞さ

れておりました。

　また「つちのこキーホルダーづくり」も同時開催し、多くのお子様にも楽しんでいただけ

ました。

ドキュメンタリー映画
「おらが村のツチノコ騒動記」上映会開催しました！

資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―

９月に奈良女子大学の先生と生徒さんが来村し、歴史民俗資料館所蔵の古文書を整理し
てくださいました。連載企画として、先生と学生さんの寄稿文を掲載させていただきます。

連載企画　第1回　奈良女子大学　磯部　淳　教授
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池
原
駐
在
所
勤
務
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　初
め
ま
し
て
、

９
月
28
日
付
け
を

も
っ
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
、
坂
本

和
也
と
申
し
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
の
下
北
山
村
と
同
じ
山
間
部
に
あ

る
、
奈
良
県
北
東
部
に
位
置
す
る
宇
陀

市
出
身
の
55
歳
で
す
。

　村
の
「
駐
在
さ
ん
」
に
憧
れ
て
、
警

察
官
と
し
て
平
成
元
年
に
奈
良
県
巡
査

を
拝
命
し
て
か
ら
、
25
年
ほ
ど
交
番
や

駐
在
所
で
勤
務
し
、
こ
の
度
の
異
動
で

下
市
町
に
あ
る
下
市
駐
在
所
か
ら
異
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　大
き
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
「
小

さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
身
近
で
何
で
も
相
談
し
や
す

い
駐
在
さ
ん
を
目
指
し
、
活
動
し
て
参

り
ま
す
。

　下
北
山
村
は
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
の

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
三
重
県
方
面
へ
の

駐在さん通信駐在さん通信

交
通
の
要
所
で
あ
る
た
め
、
皆
様
が
交

通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
交
通
事
故

抑
止
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
は
じ
め
と
す

る
犯
罪
被
害
防
止
活
動
な
ど
を
通
じ
、

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
「
駐
在
さ

ん
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奈良県下における特殊詐欺認知状況

（令和5年8月末現在）

被害件数　163件（前年同期比＋37件）

被 害 額　約4億5,640万円

被害防止キーワード

「電話口　お金の話　それは詐欺」

下北山村における交通事故認知状況

（令和5年9月末現在の概数）

交通死亡事故　　0件0名

人 身 事 故　　1件

物 件 事 故　　36件

電話１本で簡単申込み。Webでもご本人だけでなく、ご家族からの申込みも可能です。

⑴ナンバーディスプレイ（相手の電話番号表示）、ナンバーリクエスト（非通知の電話を自動
で拒否）の月額利用料と工事費が無料
【対 象 者】70歳以上の契約者、又は70歳以上の方と同居している契約者の回線

【対象回線】加入電話・INSネットの住宅用、ひかり電話

⑵電話番号の工事費が無料
　特殊詐欺被害等の犯罪被害を受けた場合、又は受ける恐れがある場合、申出により電話番

号の変更工事費が無料になります。

⑶特殊詐欺対策のサービス（アダプター設置）

　通話録音データをAIで解析し、特殊詐欺の疑いがある場合は、事前に登録された連絡先（家

族など）に通知されます。

【申込み受付期間】令和６年３月31日まで

【無　料　期　間】令和７年３月31日まで

ＮＴＴ西日本　特殊詐欺対策ダイヤル

受 付 先　0120－931－965

受付時間　午前９時～午後５時（年末年始12月29日～１月３日を除く）

NTT西日本による特殊詐欺被害防止への取り組み

か
な

ぎ
ゃ
く
た
い

お
も

そ
う

れ
ん
ら
く

す
く

こ
そ
だ

と
きお

お
ご
え

か
か

ま
わか

ち
か
ら

こ
ま

わて

だ
ん
ま
ど
ぐ
ち

そ
うし

ゃ
か
い

こ
そ
だ

だ
ん
ま
ど
ぐ
ち

岡
山
県
岡
山
市
（
９
月
27
日
）

谷

　本

　淑

　子

　さ
ん

和
歌
山
県
橋
本
市
（
10
月
12
日
）

津
呂
本

　憲

　人

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　国際連合は、昭和23年（1948年）第３回総会で世界人

権宣言が採択されたことを記念し、第５回総会において

採択日の12月10日を「人権デー（Human Rights Day）」

と定めるとともに、加盟国等にこれを記念する行事を実

施するよう呼び掛けています。

　法務省と全国人権擁護委員連合会は、毎年、関係機関

等の協力を得て、「人権デー」を最終日とする１週間

（12月４日から10日まで）を「人権週間」と定め、人権

尊重思想の普及高揚のための啓発活動を全国的に展開し

ています。

12月10日は

　　　　「人権デー」

12月4日～10日は

　　　　「人権週間」

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

松

　本

　み
つ
子 

さ
ん
（
池

　峰
）

令
和
５
年
10
月
８
日
逝
去

　　

享
年
93
才
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被害防止キーワード
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【対象回線】加入電話・INSネットの住宅用、ひかり電話

⑵電話番号の工事費が無料
　特殊詐欺被害等の犯罪被害を受けた場合、又は受ける恐れがある場合、申出により電話番
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族など）に通知されます。
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と定めるとともに、加盟国等にこれを記念する行事を実

施するよう呼び掛けています。

　法務省と全国人権擁護委員連合会は、毎年、関係機関

等の協力を得て、「人権デー」を最終日とする１週間

（12月４日から10日まで）を「人権週間」と定め、人権

尊重思想の普及高揚のための啓発活動を全国的に展開し

ています。

12月10日は

　　　　「人権デー」

12月4日～10日は

　　　　「人権週間」

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

松

　本

　み
つ
子 

さ
ん
（
池

　峰
）

令
和
５
年
10
月
８
日
逝
去

　　

享
年
93
才
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023）

保小中合同運動会

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

月号　No.79711

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年９月30日現在

転入　５人
出生　０人
転出　２人
死亡　４人

人　口
男
女
世帯数

811人
378人
433人
521戸

先月比
1）
2）
3）
3）

（－
（＋
（－
（－

第37回下北山村夏祭りを開催いたしました

　9月23日（土）に第37回下北山村夏祭りを開催しました。台風の影響で2回延
期になり、当日はステージイベントを実施せず、出店と花火の打上げのみとなり
ました。
　今年は4年ぶりの追悼花火となったため、これまで追悼花火を上げられていな
かった方々も含め、4年分の打上げとなりました。ご遺族の方々におかれまして
は、メッセージとともに夜空に打ち上がる花火を見ながら故人を偲ぶことができ
たかと思います。
　他にも、メッセージ花火や、有志の方々からの申込みもあり、約50分にわた
る盛大な花火となりました。

　また、翌日の早朝からは花火打上げ後の清
掃活動が行われ、約20名のボランティアの
方々に参加していただきました。
　夏祭り実施にご協力いただきました皆様、
どうもありがとうございました。地域の方々
に支えられながら実施している夏祭りです
が、今後ともご協力のほどよろしくお願いい
たします。

下北山村夏祭り実行委員会
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